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第27回参議院選挙が、７月20
日に投開票された。124議席をめ
ぐって選挙区と比例代表区に、あ
わせて522人が立候補し、消費税
減税や給付などの物価高対策や社
会保障が主な争点であった。
参院選の前哨戦とされた6月の

東京都議選(定数127)では、自民
党が大敗し、議席数を改選前の、
30から21に減らし、第１党の座
を都民ファーストの会に奪われる
結果となった。一方、先の東京都
知事選で一躍有名になった石丸伸
二が設立した地域政党、再生の道
や維新の会なども議席を得る事は
ならなかったが、自民党の補完勢
力と揶揄される国民民主党と最も
危険な右派と言われている参政党
が波乱を巻き落とした。
選挙序盤、参政党が「日本人ファー

スト」とキャッチコピーを発した
ことが排外主義を目的とした外国
人政策と言われ、争点が外国人労
働者と移民政策に変わって行った。
しかし、外国人優遇と言った言葉
や発言に正確な事実や根拠はなく
間違った発信が多い。この様に、
今回の選挙は街頭演説のみならず、
ＳＮＳによる嘘や、誹謗中傷、さ
らには女性候補者に付きまとう行
為や大椿候補への殺害予告など、
今後の選挙自体の在り方に課題や

疑問を残すものとなったのも事実
である。

◇
大阪支部は、兵庫選挙区から

「きし文雄」候補（社民党）比例
代表から「大椿ゆうこ」候補（社
民党）さらに、中央本部及び、地
方本部の推薦決定支持を受け「も
りやたかし」候補（立憲民主党）
と政策協定を締結し、支部支持を
決定した。中でも、大椿候補とは
公示前に意見交換を重ね、２年３
カ月の議員活動内容とこれまでに
ない再選決意が強く届いたことと、
分代での直接依頼を受け、支部と
して異例の個人名記入を強く支持
依頼を促した。
総括として、詳細な分析は行え

ていないが、全体的には与野党逆
転となった。さらに、投票率は、
前回選挙より選挙区＋6.46％、比
例代表区＋6.47％と上回ったこと
は評価できる。支部が推薦した候
補者は全て当選できなかったのは
残念で仕方がない。
また、改憲改悪に前向きな日本

維新の会、国民民主党に加えて、
参政党、日本保守党が大きく議席
を増やしたことは、反戦平和を掲
げる支部にとっては懸念される。
特に参政党の躍進は日本の将来、
取り分け先の戦争の反省から結成

されベトナム戦争や朝鮮戦争の荷
役拒否をしてきた全港湾として最
も危惧される。参政党が掲げる
「新日本憲法（構想案）」がある。
戦前のような天皇中心の国家を目
指し、そして国民の規定を厳格化
し、外国人の関与を制限すると同
時に、日本人の中にも国家（参政
党を中心として）が色分けをする。
また、憲法で定めるには細かくて
流動的要因が大きいものを取り込
んでいる一方で、現行憲法で規定
している人権や平等に関しては、
党にとって不都合な条項を削除し
ている。総合的に見て、このよう
な憲法草案から想定される日本の
将来像は受け入れることは出来ず、
この様な政党には権力を与えては
いけないという思いが強い。
また、支部が結成当時から「我

等は広く万国の労働者と提携し，
世界の進運に寄与し，以て国際平
和の確立を期す。」の綱領の下、
支持してきた政党である社民党
（旧社会党）の将来像が見えない
のも事実である。支部として、こ
の問題を提起し、意見交換を深め
て「反戦平和」「反差別」そして、
「平和なくして労働運動なし！」
の実践のために考えて行かなけれ
ばならない。
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６月21日(土）、HRCビル
（港区波除）で行われた「関西
生コン事件」を題材にした映画
の上映会に参加しました。
当時の事を分かりやすく、映

画にしてくれていて、それを見
ながら学習しました。
私は、この映画を見て、労働

者としての権利を主張している
だけにも関わらず、国家権力に
よって多くの逮捕者が出て、そ
の後、労組を離れたことで、多
くの仲間を失ったのが痛ましく
感じました。
皆、組合に魅力を感じて入っ

ているのにも関わらず、この弾
圧で逮捕された人が、警察に脱

退を迫られ、多くの仲間を失い
ました。
それでも、今もたたかい続け

ている人がいるのは「本当に一
人ひとりの思いが凄く強いんだ
な」と感じました。僕なら、きっ

と心が折れてしまっていると思
います。
それでもたたかい続けて、多

くの組合員が無罪を勝ち取って
いる姿を見ると、諦めない気持
ちはすごく大事だなと思いまし
た。こんな時にでも助け合える
のが、本当の仲間であり、本当
の団結だなと思いました。
私は、今回の学習をこれから

の組合活動にいかして、もっと
もっと仲間との団結を広め、ど
んな時にでも助け合える仲間を
作り、これからもいろいろな活
動を頑張っていきたいと思いま
す。

（青年部 佐久原秀大）

暑さに負けない暑気払い


